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　１月 14 日（日）、生涯学習センターきらりホールにて、第

12 回「未来につなぐ心の糧」発表会を開催いたしました。

今回のテーマは「続けたい」です。全国から 1,539 点の応募

があり、どの作品もきらりと光る心の糧が表現されていまし

た。

　発表会当日は、57 名の受賞者の中から、子どもの部で 24

名、一般の部で９名の計 33 名の方が発表会に参加してくだ

さいました。開場前には、ロビーにて Tante Duo（タンテ

デュオ）によるウエルカム・ライブが催され、用意したイス

が足りなくなるほどの盛況ぶりでした。発表会では、司会進

行を北方町出身のメ～テレアナウンサー石神愛子さん、各部

門の大賞および優秀賞の受賞作品の朗読を北方町朗読サーク

ル「ほがらか」の方々に行っていただきました。作品及び受

賞者の紹介の後、戸部町長より受賞者一人一人に、賞状と副

賞が手渡され、最後は、石神さんによるインタビューにて、

大賞受賞者の方から感想を伺うことができました。受賞者の

感想を直接聞きたいという意見が多く、今年の作品集には、

受賞者の方々の感想を一言ずつ掲載させていただきました。

　今回の作品には、〝大好きなことを続けたい〟という思いや、

〝何気ない日常の中で続けたい〟こと、あるいは〝地域の活

動を続けたい〟という願いが込められていました。また、読

む人の心に食い入り、揺さぶる作品も多くありました。今後

は、多くの方に作品集を通して感動を味わっていただければ

と思っております。

　表彰式後には、落語家の林家木久蔵さんによる記念講演が

行われました。「続けたい、父から子へ」と題し、落語家の

父を持つ木久蔵さんならではの経験や、なぜ父と同じ落語の

世界を歩もうと思ったのか等をご講演いただき、後半では落

語も行われました。

～お知らせ～
　第 12 回未来につなぐ心の糧「作品集」は、１冊 500 円にて販売しております。
生涯学習センターにて購入できます。※過去の作品集（第１～ 11 回）も購入できます。
問生涯学習センター「きらり」　☎ 320－2200

▲心の糧サポーターズ

▲インタビューの様子

▲表彰式の様子

▲発表会の様子

第12回　未来につなぐ心の糧　発表会
「テーマ：続けたい」

▲林家　木久蔵さんの記念講演
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●心の糧大賞
アート
「スイミング」	 長澤　祐杏（北方町）
作　文
「悔しかった中体連」	 大澤　佳奈（多治見市）

●優秀賞
アート
「書」	 太田　こまち（美濃市）
「どの水ちかが欲しいですか」
 奥村　双葉（笠松町）
作　文
「世界一大好きな事は笑う事」荒川　葵（恵那市）
「『ありがとうございました』」

石野　美宙（東京都練馬区）
「私がこれから先も続けたいこと」

中島　花梨（北方町）

●入　選
アート
「家族との時間」	 九野　優月（岐阜市）
「美術と私」	 原　桃香（北方町）
「いちじく売りを続けたい」 後藤　咲妃（北方町）
「料理を続けたい」	 藤川　航成（北方町）
「かがやくおにいさん」	 久保　賢太郎（北方町）
「	手をさしのべて」	 波頭　和香羽（関市）
「パチパチと珠をはじく音が鼓動になる」

濱口　桂寿（北方町）
「読書を続けたい」	 新井　美悠（恵那市）
「地域のためにできること」	村西　美優（神戸町）
「ガンバレ ! スイミング」	 上田　啓太（北方町）
作　文
「私とマンドリン」	 稲垣　佳依（土岐市）
「やればできる」 武藤　伊呂波（岐阜市）
「親切のバトンパス」	 武藤　遥叶（郡上市）
「私の続けたいこと」	 秋野　凜音（北方町）
「じいちゃんへのかんしゃ」
 棚橋　琉真（北方町）
「家の仕事」	 須藤　雅白（北方町）
「あいさつを通して気付いたこと」
 石川　史華（北方町）
「この先も金魚と共に」
 多田納　菜月 ( 島根県雲南市）
「ずっとあり続けてほしいもの」
 堀部　愛（瑞浪市）
「大好きなピアノ」 大久保　優樹（北方町）

●町民特別賞（スイセン）
アート 「ピアノを続けたい」	 堀　ことは
作　文 「つながる思い」 	 南谷　梨里花

●町民特別賞（モチノキ）
作　文 「おねえちゃんでいつづけたい」
	 大橋　ありす

●心の糧大賞
アート 
「こつこつと」	 尾関　裕美 ( 愛知県名古屋市）
作　文	
「職人魂」	 阿部　広海（静岡県焼津市）

●優秀賞
アート
「いただきます」 たなか　なお（大阪府箕面市）
「陸上選手（走っているところ）」

河田　泰紀（岐阜市）
作　文
「無人駅のヒーロー」	松本　弘紀（福島県糸島市）
「人として大切なもの」	 上田　美紀（海津市）

●入　選
アート 
「心磨きの『研入礼』掃除」
	 	 長尾　光倫（埼玉県鶴ヶ島市）
「希望」	 	 清水　美里（関市）
「ねぎ売場の前で」	 川村　克子（本巣市）
「花（ｱｰﾃｨﾁｮｰｸ）を囲んで」

東野　位来子（岡山県倉敷市）
「生きがい発見」	 竹之内　克己（兵庫県尼崎市）
「きんぎょ」	 岸本　恵喜（沖縄県宜野湾市）
「西部のガンマン」	 岩田　拓也（各務原市）
「対馬と息子」	 原口　久美（長崎県対馬市）
「エサやり」	 河合　環（岐阜市）
「田植が始まるころ」	藤田　哲夫（愛知県西条市）
作　文 
「あの『ドブ川』で培った水産魂」

中野　紀彦（北海道北斗市）
「安全靴様に最敬礼！」

臼木　巍（愛知県知多郡武豊町）
「受信と発信」	 渡辺　惠子（神奈川県茅ヶ崎市）
「お福分け」	 村岡　大二（埼玉県富士見市）
「四倍先輩の友人」	 林　風花（栃木県小山市）
「ふるさとのことば」	山田　文江（千葉県市原市）
「自分自身強くあれ」	 加納　颯季（瑞浪市）
「桜色の笑顔」	 本田　唯法（大阪府寝屋川市）
「緑のある生活を」	 澤田　恭子（徳島県阿南市）

●町民特別賞（スイセン）
アート 「続けたい」	 林　政子
作　文 「軸」 	 桑原　麻鈴

子どもの部 一 般 の 部
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　平成 29 年分の所得税、個人事業者の消費税および地方消費税並びに贈与税の確定申告会場は次のとおりです。
会場では、パソコンを利用した申告書の作成を行っています。

期　間　2 月 16日（金）～ 3月 15日（木）
【閉庁日（土・日曜日）は、２月 18日（日）と２月 25日（日）に限り開設します。】

　時　間　午前 9時～午後 5時（受付終了時間：午後４時）
　場　所　マーサ 21　4階マーサホール【岐阜市正木中 1丁目 2番 1号】
　注　意　�この期間、税務署窓口では申告書の提出はできますが、作成相談は行っておりませんのでご了承ください。

確定申告をしなければならない方
▼�事業所得や不動産所得などがある方で、平成 29年中の各所得の合計金額から、基礎控除や扶養控除などの所得控
除を差し引き、その金額を基にして計算した税額が、配当控除の額よりも多い方。
▼給与所得者の方で次のいずれかに該当する方。
　①平成 29 年中の給与による収入が 2,000 万円を超える方
　②給与所得や退職所得以外の所得（農業所得等）の合計が 20 万円を超える方
　③給与を２か所以上から受け取っている方

確定申告をすると税金が戻ってくる方
▼次に該当する方は、確定申告をすると税金が還付される場合があります。
①（特定増改築等）住宅借入金等特別控除、住宅特定改修特別税額控除（バリアフリー改修、省エネ改修）、住宅
耐震改修特別控除、認定長期優良住宅新築等特別税額控除を申告する方
②医療費控除を申告する方
③年の途中で退職し、年末調整していない方
④公的年金等より源泉徴収されている方で、公的年金等の源泉徴収票にある控除以外の控除（医療費控除や社会
保険料控除など）を申告する方

申告に必要なもの
　・印鑑　　・源泉徴収票　　・領収書（医療費等）
　・収支内訳書（営業・農業・不動産所得）　　・所得の内訳書（配当所得等）
　・支払証明書（生命保険料、個人年金保険料、地震保険料、国民年金保険料など）

お願い
①申告手続きなどにはマイナンバー（個人番号）の記載が必要であるとともに、本人確認（番号及び身元確認）
書類の提示又は写しの添付が必要です。マイナンバーカード（個人番号カード）もしくは、番号確認書類（通
知カードなど）と身元確認書類（運転免許証など）をご持参ください。
②事業所得（農業所得を含む）、不動産所得等がある方は、青色申告決算書または収支内訳書を作成の上、ご来場
ください。
③消費税及び地方消費税を申告される方は、課税売上高計算表及び課税取引金額計算表（一般課税の方）をでき
る限り記載して、ご来場ください。
④税務署からのお知らせはがき等が送付されている方は、その用紙等をご持参ください。

問岐阜北税務署　☎ 262－6131

ふるさと納税に係る寄付金税額控除の申告漏れにご注意ください！
　ふるさと納税をされた方のうち、ワンストップ特例制度（※）の適用を申請している場合で、次のいずれかに
該当している方は、全てのふるさと納税に係る寄付金を含めて確定申告をする必要があります。
　①�平成 29年分の確定申告をする方
　②�ふるさと納税先が 6団体以上ある方

※�ワンストップ特例制度…確定申告が不要な給与所得者について、ふるさと納税先が5団体以内の場合に限り、ふるさと納
税先団体に申請することにより、確定申告をしなくてもこの寄付金税額控除を受けることができる制度です。

岐阜北税務署から確定申告（マーサ会場）のお知らせ
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▼�町では、次のとおり町・県民税、国民健康保険税および所得税の申告相談・受付を行います。

　期　間　2 月 16日（金）～ 3月 15日（木）の月曜日～金曜日
　　　　　（休日は、2月25日（日）のみ行います。）
　時　間　午前の部　9時～ 11時　　午後の部　1時～ 3時 30分
　場　所　役場１階　まなびの広場
　持ち物　右ページと同様
　※整理券順にて相談を行います。
　※混雑の状況により、受付を早めに終了する場合があります。

▼�申告義務、必要のある方

　平成 30 年１月１日現在、北方町に住所を有しており、前年中（平成 29 年１月１日～ 12 月 31
日）に所得があった方です。所得がなくても福祉手当などの受給、国民年金や国民健康保険税
の軽減措置の適用には、この申告が必要です。

ご注意（譲渡所得、事業所得（不動産や農業等）、医療費控除のある方）
①土地や建物、株式等の資産の売却等や山林所得があった方、国外居住親族に係る扶養控除等
の適用を受けたい方については、マーサ会場へお出かけください。

②事業、不動産、農業所得等の収支内訳書（収入金額、必要経費を計算したもの）は、あらか
じめご自分で作成してください。

③②について作成・計算されていない場合は、当日会場にて、ご自分で作成・計算していただ
きますので、相談の順番が後になることがあります。

　④�申告期間中は申告相談会場のみでの受付となります。役場税務課や税務署の窓口では受付で
きませんのでご了承ください。

※�平成 29 年分の確定申告より医療費控除の制度が改正されました。詳しくは国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）を
ご確認ください。

問税務課　☎ 323－1116　　（国民健康保険）住民保険課　☎ 323－1113

公的年金所得のある方へ
　公的年金等の収入額が 400 万円以下で、他の所得（農業所得や不動産所得など）の合計
額が 20 万円以下の方は確定申告の必要はありません。

　ただし、所得税の還付を受ける場合は確定申告が必要になります。

また、「公的年金等の源泉徴収票」に記載された控除（社会保険料控除や配偶者控除、扶養
控除等）を訂正する場合や、各種控除（生命保険料控除や医療費控除等）の適用を受けるには、
住民税の申告が必要となります。住民税申告をされない場合、源泉徴収票に記載の控除のみ
で住民税が課税されますのでご注意ください。

　該当する方は、お手数ですが「平成 30 年度町・県民税の申告」を行ってください。

　必要書類は確定申告と同じです。（年金の源泉徴収票等）

町・県民税と国民健康保険税の申告相談
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まなびすとの広場
きらりの教室や講座その他実施の様子は HP（きらりのページ）からもご覧いただけます。

生涯学習センターきらり
の情報はこちらをご覧ください。

北方町ホームページ クリック！

 生涯学習センター「きらり」　☎320-2200（月曜休館）

産後バランスボール
～出産したら産後ケア～

　エクササイズだけではなく、講師の先生から子育てに
ついてのお話を聞く時間や参加者同士の交流の時間を
創ることで、お母さんの身体的なセルフケアに加え、親
子の絆を深めるよい機会です。ぜひ、ご参加ください♪

日　時　３月14日（水）　午前10時～11時30分
会　場　生涯学習センターきらり　２階　和室
対　象　産後１ヶ月以上・１年未満の方とその子
　　　　（町在住・在勤者家庭の親子）
　　　　※お母さんだけの参加OK! 
定　員　10組（先着順）
参加費　1,000円　※当日集めます。
講　師　一般社団法人体力メンテナンス協会認定
　　　　体力指導士・産後指導士、産後ケアインストラクター
　　　　バランスボールインストラクター　林 沙由理 先生
受　付　２月２日（金）午前9時～
　　　　生涯学習センターきらり窓口又はFAX
締　切　３月７日（水）午後5時～

つくって、たのしい！食べて、おいしい！
「フラワーゼリー」

きらり講座きらり講座

H30年度前期町民自主講座開講者募集のお知らせ
　「町民自主講座」とは、趣味や習い事などこれまで培った知識や技術を有した方が講師となり、その分野に
関心のある方が学ぶための講座です。開講する方は、町内外を問いません。今までに習得したものを教えるこ
とで、また、受講する方は関心のある分野を学び深めることで生涯学習に励むことを目的としています。
　たとえば、物作りや外国語教室、手話や太極拳などさまざまな分野でお待ちしています。ぜひ、生涯学習セ
ンターきらりへご連絡いただき、説明会へお越しください。
町民自主講座開講までのスケジュール
２月12日  開講希望者説明会
２月 下旬 開講計画書の提出
３月 初旬 開講講座の検討・決定　
４月 １日 「広報きたがた」４月号で受講生を募集
５月 以降 順次開講

開講希望者説明会
日時：2月12日（月）
　　　午前10時から
場所：生涯学習センター「きらり」
　　　２階　会議室B

　フラワーゼリーとは、昔か
らメキシコなどの南米でパー
ティーの席やお誕生日などの
時に作られていたゼリーのお菓子です。
　透明なゼリーの中に、通常は、注射針の付いたシ
リンジのような道具一つで彫刻のように針をさし
ながらゼリーを注入していきますが、今回はどこの
ご家庭でもある、ストローで簡単に作ります♪もち
ろん完成したゼリーは食べることが出来ます。

〈午前の部　小学生と保護者向け〉
日　時　３月18日（日）
　　　　午前10時～11時30分
材料費　700円　※当日集めます
　　　　※保護者の方もぜひご参加ください。
　　　　【保護者】900円（当日集めます）

会　場　保健センター栄養指導室
対　象　町在住・在勤者家庭の方
定　員　各部30名（先着順）
持ち物　筆記用具、エプロン、手拭きタオル、　
　　　　濡れ雑巾、保冷剤の入った保冷バック
受　付　２月４日（日）午前９時～
　　　　生涯学習センター窓口でのみ
締　切　３月11日（日）午後５時

〈午後の部　一般（高校生以上）の方向け〉
日　時　３月18日（日）
　　　　午後2時～3時30分
材料費　1,000円　※当日集めます。



7 広報きたがた 2018.2

ホッと・カフェに行こう！

専門家による「介護教室」を開催します。
介護の方法を一緒に学びませんか？

介護教室
誰でもお茶を飲みながら気軽に認知症について話せ
るカフェです。〝脳トレ″や〝いきいき百歳体操″など
の認知症予防、専門家による認知症相談も行います。

●開催日　毎週 月曜・水曜・金曜日
●時　間　午後１時30分～３時00分
　　　　　（お好きな時間にお立ち寄りください)
●場　所　いきいき支援センター まどか
●参加費　100円（飲み物・お菓子付き)

 いきいき支援センターまどか （高屋白木２丁目40番地) ☎320－1515

参加を希望される方は必ずお申し込みください。

 地域包括支援センター ☎323－5540

●時間　午前９時30分～11時30分
●場所　ナーシングケア北方
●内容　認知症予防教室

/
(水)
142

●時間　午後１時30分～３時00分
●場所　北方町役場 1階 つどいの広場
●内容　農林高校の野菜、もちの木のお菓子を販売

/
(木)
82

●時間　午後１時30分～３時00分
●場所　勤労青少年ホーム

/
(木)
152

●時間　午後１時30分～３時00分
●場所　働く婦人の家
●内容　15分講話

/
(火)
202

●時間　午後１時30分～３時00分
●場所　きた子ども館
●内容　いきいき百歳体操

/
(火)
132

ホッと・カフェは、どなたでも気軽に集い、
お茶を飲みながら介護や体の心配ごとなど、
専門スタッフにご相談いただける場所です。
参加費：100 円 ( 飲み物・お菓子付き )

交通安全
　スペシャルイベント ３つの検査器を使って、 みなさんの運動反応を

チェックします。その結果から、あなたの運動能力や
身体機能の変化を知ることができます。

「認知」・「判断」・「行動」動作を素早い
反応で行えるか、ゲーム感覚で試し
てみませんか？

●開催日　2月28日(水)
●時　間　午後１時30分～２時30分
●場　所　いきいき支援センター まどか
　　　　　＊送迎あります

認知症のお薬の話2 月のテーマ
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不
育
症
・
不
妊
症
に
つ
い
て

　

妊
娠
は
す
る
け
れ
ど
も
、
流
産
、
死
産
を
繰

り
返
し
て
（
一
般
的
に
は
２
回
以
上
）
結
果
的

に
子
ど
も
が
持
て
な
い
場
合
に
不
育
症
と
呼
び

ま
す
。　
　
　

　

習
慣
流
産
と
ほ
ぼ
同
意
語
で
す
が
、
不
育
症

は
妊
娠
22
週
以
降
の
死
産
や
生
後
１
週
間
以
内

の
新
生
児
死
亡
を
含
め
て
広
い
意
味
で
用
い
ら

れ
ま
す
。

　

原
因
は
、
子
宮
形
態
異
常
、
甲
状
腺
の
異
常
、

夫
婦
の
染
色
体
異
常
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

64
％
は
原
因
不
明
な
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
こ

れ
ら
の
因
子
と
は
別
に
、
母
体
の
高
齢
化
は
流

産
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　

現
在
不
育
症
の
診
断
で
悩
む
女
性
の
正
確
な

数
字
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
毎
年

妊
娠
さ
れ
る
方
の
う
ち
数
万
人
が
不
育
症
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
不
育
症

は
決
し
て
め
ず
ら
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

１
人
目
を
正
常
に
分
娩
し
て
も
、
２
人
目
、

３
人
目
が
続
け
て
流
産
や
死
産
に
な
っ
た
際
、

続
発
性
不
育
症
と
し
て
検
査
を
し
、
治
療
を
行

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

不
育
症
の
方
も
、
80
％
以
上
の
方
が
出
産
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
育

症
の
方
の
多
く
は
、
偶
然
に
胎
児
染
色
体
異
常

を
繰
り
返
し
た
偶
発
的
流
産
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
の
場
合
は
、
特
別
な
治

療
を
行
わ
な
く
て
も
次
回
妊
娠
予
後
は
良
好
な

の
で
、
安
心
し
て
妊
娠
で
き
る
環
境
が
何
よ
り

大
切
で
す
。
そ
れ
以
外
の
方
で
も
、
過
去
に
５

回
ま
で
の
流
産
で
あ
れ
ば
、
概
ね
治
療
成
績
は

良
好
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
悩
み
の
方
は
、

ま
ず
産
婦
人
科
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

流
産
や
死
産
を
経
験
す
る
こ
と
は
と
て
も
辛

い
こ
と
で
す
。
ま
た
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
は

精
神
的
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
周
囲
の
方
の
理
解
や
支
援
が
と
て
も
大

切
で
す
。

　

不
妊
症
と
は
…
妊
娠
を
希
望
し
、
１
年
程
避

妊
す
る
こ
と
な
く
通
常
の
性
交
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
妊
娠
の
成
立

を
み
な
い
場
合
を
い
い
ま
す
。
原
因
は
女
性

側
・
男
性
側
の
因
子
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
多

く
の
因
子
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
、
原
因
不
明

な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い
と

思
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
妊
娠

し
な
い
場
合
は
そ
の
期
間
に
と
ら
わ
れ
ず
、
早

め
に
専
門
の
医
師
等
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

岐
阜
県
で
は
次
の
よ
う
な
窓
口
を
設
け
、
受

診
・
治
療
へ
の
迷
い
や
悩
み
、
検
査
や
薬
、
周

囲
と
の
人
間
関
係
な
ど
、
不
妊
・
不
育
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
が
相
談
を
無
料
で
受
け
て
い
ま

す
。

不
妊
・
不
育
症
の
相
談
窓
口

相
談
場
所

岐
阜
県
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
内

　

月
・
金
曜
日　
　

午
前
10
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
～
４
時

Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ
あ
い
会
館
内

　

木
曜
日　
　
　
　

午
前
10
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
～
２
時
半

毎
月
第
３
土
曜
日　

午
前
10
～
正
午

　

電
話
相
談

☎
３
８
９

－

８
２
５
８

（
月
・
金
曜
日
の
み
）

　

メ
ー
ル
相
談

　

c1
1
2
2
3
a

＠pref.gifu.lg.jp

　
面
談
相
談
（
予
約
制
）

　

右
記
の
メ
ー
ル
・
電
話
で
の
予
約
に
な
り
ま

す
。愛

の
献
血

　

命
を
救
う
献
血
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

献
血
は
命
を
救
う
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
あ
な
た
の
献
血
で
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
45
分

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所　

役
場
１
階

　
　
　
　

つ
ど
い
の
広
場
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み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
ア
メ
リ
カ
の
発
明

王
エ
ジ
ソ
ン
は
、
１
８
４
７
年
２
月
11
日
オ
ハ

イ
オ
州
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
１
８
６
９
年
の
最

初
の
発
明
と
な
っ
た
電
気
投
票
記
録
機
か
ら
、

音
の
記
録
再
生
が
で
き
る
蓄
音
機
、
40
時
間
も

発
光
す
る
電
球
、
映
画
撮
影
機
、
映
写
機
な
ど
、

多
く
の
分
野
に
発
明
を
残
し
、
一
生
に
獲
得
し

た
特
許
は
１
３
０
０
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
エ
ジ
ソ
ン
で
も
、
小
さ
い
頃
に
は
学

校
に
な
じ
め
ず
退
学
し
、
勉
強
を
教
え
た
の
は

母
親
だ
っ
た
と
は
驚
き
で
す
。
12
歳
で
鉄
道
の

新
聞
売
り
子
と
な
り
、
電
信
技
術
を
習
い
な
が

ら
電
気
の
実
験
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
私
た
ち
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て

電
気
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
生
活
の
中

の
一
部
始
終
が
先
人
た
ち
の
知
恵
と
努
力
に
よ

る
賜
物
と
い
え
ま
す
。

　

エ
ジ
ソ
ン
の
よ
う
な
先
人
た
ち
の
発
明
発
見

物
語
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。読
ん
で
み
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な

糧
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

成
人
・
卒
業
―
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
あ
な
た
に
―

若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
２
０
１
８

『
か
が
み
の
孤
城
』�

辻
村
深
月　

著

『
星
に
願
い
を
、
そ
し
て
手
を
。』

　
　
　
　
　

�

青
羽　

悠　

著

『
走
狗
』　�

伊
東　

潤　

著

『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』　　

�

吉
野
源
三
郎　

著

『
バ
ッ
タ
を
倒
し
に
ア
フ
リ
カ
へ
』

　
　
　
　
　
　

�
前
野
ウ
ル
ド
浩
太
郎　

著

『
危
機
の
現
場
に
立
つ
』�
中
満　

泉　

著

『
ま
ね
る
力
』　　
　
　

�
齋
藤　

孝　

著

『
僕
た
ち
が
何
者
で
も
な
か
っ
た
頃
の
話
を
し

よ
う
』　　

�

山
中
伸
弥
他
４
名　

著

『
マ
ル
カ
ン
大
食
堂
の
奇
跡
』�

北
山
公
路　

著

『
知
ら
な
か
っ
た
、
ぼ
く
ら
の
戦
争
』

　
　
　

�

　

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド　

編
著

『
僕
ら
が
毎
日
や
っ
て
い
る
最
強
の
読
み
方
』

�

池
上　

彰
・
佐
藤　

優　

著

新
着
オ
ス
ス
メ
図
書

『
琥
珀
の
夢　

小
説
鳥
井
信
治
郎
』

　
　
　

�

伊
集
院
静　

著

『
愛
の
か
た
ち
』　�

岸　

惠
子　

著

『
天
魔
の
所
業
も
っ
て
の
外
な
り
』

�

岩
井
三
四
二　

著

『
戦
の
国
』　　
　
　

�

　

冲
方　

丁　

著

『
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
』　�

　

北
野　

武　

著

『
一
〇
五
歳
死
ね
な
い
の
も
困
る
の
よ
』　

�

篠
田
桃
紅　

著

『
夫
の
後
始
末
』　　

�

　

曽
野
綾
子　

著

『
双
生
児
』　　
　

�

　
　

折
原　

一　

著

『
西
郷
隆
盛
そ
の
生
涯
』�

不
破
俊
輔　

著

『
こ
ぽ
こ
ぽ
珈
琲
』　�

阿
川
佐
和
子　

著

『
長
女
た
ち
』　　
　

�

　

篠
田
節
子　

著

『
し
ょ
せ
ん
幸
せ
な
ん
て
自
己
申
告
』

　
　
　
　
　
　
　

�

綾
小
路
き
み
ま
ろ　

著

『
ｂ
ｏ
ｎ
と
ｐ
ｏ
ｎ
ふ
た
り
の
暮
ら
し
』

�

ｂ
ｏ
ｎ
ｐ
ｏ
ｎ　

著

『
子
ど
も
と
セ
ン
ス
よ
く
丁
寧
に
暮
ら
す
』

�

　
　
　
　

ｍ
ａ
ｙ
ｕ
ｋ
ｏ　

著

『
え
ん
ま
様
の
格
言
』�
　

名
取
芳
彦　

著

『
天
才
藤
井
聡
太
』　　

�
中
村　

徹　

著

『
百
円
の
男
ダ
イ
ソ
ー
矢
野
博
丈
』

�

木
下
英
治　

著

『
こ
れ
が
人
間
か
』

�

プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ　

著

『
み
ん
な
の
ラ
ク
う
ま
献
立
日
記
』

　
　
　
　

�

　

み
ん
な
の
日
記
編
集
部　

著

2
月
の
行
事

・
木も
く

育い
く

ひ
ろ
ば

　

聞
い
て
み
よ
う
、
森
の
お
は
な
し

　

さ
わ
っ
て
み
よ
う
、
木
の
お
も
ち
ゃ

　

８
日
（
木
）
午
前
10
時
15
分
～

・
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

　

17
日
（
土
）
午
前
10
時
15
分
～

　

※
お
は
な
し
大
好
き
！

・
お
や
こ
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

　

22
日
（
木
）
午
前
10
時
15
分
～

　

※
０
歳
か
ら
参
加
で
き
ま
す
！

休
館
日（
色
付
日
が
休
館
日
で
す
）

2月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 ８ 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28
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北方中学校卒業式の日時変更について
　昨年４月にお配りしたくらしのカレンダー及び園・学校カレンダーでは３月７日（水）とお知らせしていましたが、高校
受験の日程等の調整から、３月６日（火）に変更となっています。ご承知おきください。

【北方南小学校】
南っ子を応援する会（学校運営協議会）で重点的に取り組んでいることを紹介します。

「サマースクール」「ウィンタースクール」
　北方南小学校では、「南っ子を応援する会」委員の方や退
職校長会の先生方、インターンシップの大学生たちにご支援
いただき、夏休みと12月にそれぞれ４日程度、算数の計算
を中心とした個別指導を実施しています。毎回20～30名程
度の児童がこのスクールに参加し、基礎的・基本的な学習内
容を確実に習得したり、学習への意欲を高めたりすることが
できています。

＜児童の感想＞
・�わたしは四捨五入がきらいで、最初は何をやったらよいか
わかりませんでした。けれども、翠先生がやさしく教えて
くださって、四捨五入を思い出して、すらすら書けてとて
もうれしかったです。（４年児童）
・�ぼくは、ウィンタースクールに参加して、最初はめんどう
くさいと思っていたけれど、参加して「ぼくはこんなにで
きるんだ」と思い、自分の力になりました。これからも勉
強に励んでいきたいです。（６年児童）

【北方町立幼稚園】
　北方町立幼稚園では、平成26年度に学校運営協議会が設置され、コミュニティ・スクールとなりま
した。「子どもたちのために」を掲げ、地域・園・PTAが連携して活動の幅を広げています。
　今回紹介させていただくのは、地域推進活動の一つとして行っている「地域の日」です。春には、サ
ツマイモや夏野菜の苗植えを地域の人たちに丁寧に教えていただきました。おかげで、畑の整備もでき
素敵な農園づくりができるようになりました。
　今年も、感謝の気持ちを込めてお世話になった地域の方々を多数お招きをして、収穫した野菜をいっ
ぱい使ったカレーを食べていただき、楽しいひと時を過ごしていただきました。
　これからも、様々な活動を通して、地域のみなさんと共に手を携えてよりよい園づくりに努めていき
ます。

▲とてもわかりやすく教えてくれました。

▲難しい問題も解けるようになったよ。

▲おイモの植え方を教えてもらったよ！ ▲カレーライスおいしいね！
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【北方小学校】
　「はみ出さないように塗るのはたいへん。
　　　　でも、ペンキ塗りって、案外楽しいね。」
　「僕もお母さんと一緒にがんばるよ。」
　夏休みの暑い日、教育支援部会のボランティアのみなさん
に助けていただきながら、東舎児童玄関の靴箱のペンキ塗り
を行いました。まずは、ペンキ塗りの下準備として、一週間
前から、ペンキを剥がしたりきれいに雑巾がけをしたりする
ことから始めました。力を入れてこすらないとなかなかペン
キが剥がれません。暑いので、自然と汗が滴りました。都合
のよい時間を見付けて、少しずつ行っていただきました。ペ
ンキ塗り当日は、７名のボランティアの方と４名のお子さん
が参加してくださり、学校職員も一緒に行いました。
　９月の始業式には、きれいになった靴箱を見て子どもたち
は大喜びでした。
　今年度は、他にも、トイレのスリッパを揃えるための枠をきれいに貼り直していただいたり、図書館の
環境整備をお手伝いいただいたりと学校環境をよくするための活動を自主的に行ってくださいました。
　他にも、１年生生活科「おいもパーティー」でのおにまんじゅう作りのお手伝い、５年生家庭科「わ
くわくミシン」でのミシンの使い方指導、スマイルさんによる本の読み聞かせなど、様々な教育活動に
入っていただき、豊かな教育活動の創造、個に応じた指導の充実を図ることができました。
　これからも、北方小学校学校運営協議会は、家庭・地域をつなぎ、子どもが豊かになれば、家庭も地
域も豊かになることを願って活動していきます。

【北方西小学校】
　北方西小学校では、学校と家庭と地域が協力し合って、子どもた
ちが笑顔いっぱいになることをめざしています。
　今年度は、ゲストティーチャーとして３・４年対象の水泳指導、
６年対象にキャリア教育をしていただきました。また、長生会によ
る校内環境整備や昔の遊びクラブ指導、長寿会による低学年のさつ
まいも栽培・収穫の支援、読み聞かせ、婦人会とともに行った４年
の糸貫川河川敷清掃など、様々な活動に協力をいただきました。さ
らに、保護者や地域の方による、２年の生活科校外学習の引率や５
年の家庭科調理実習の支援、サマースクールの支援なども行ってい
ただき、子どもたちの活動がより充実したものになりました。
　このように、地域の方や保護者が「チーム北西」の一員として参加していただけるように来年度も取
り組んでいきたいと考えています。

▲11.27　６年：キャリア教育▲10.26　１･２年：さつまいもの収穫▲９.11　４年：糸貫川河川敷清掃

▲５.15　５年：調理実習

▲おにまんじゅう作り

▲ペンキ塗り
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　本日は、成人を迎えた私たちの門出に対し、このような盛大で素晴らしい式典を催
していただき、誠にありがとうございます。また、心温まるご祝辞や励ましのお言葉
をいただきました、戸部町長様をはじめご来賓の皆さま、ご出席いただいた皆さまに、
新成人一同心より感謝申し上げます。
　私たちは、この世に生を受けて20年、成長を温かく見守って下さった地域の皆様方、
正しい方向に導いて下さった恩師である先生方、そして何より一番近くで見守り、ど
んな時も支えてくれた家族の深い愛情を受けて私たちは、今ここにいます。
　この町で育った 20年間、今日まで多くの人に出会ってきました。ここにいる仲間

たちと共に歩んできたこれまでの20年間を振り返ると、なんだか懐かしい気持ちになります。学校生活や部活の大会、
そして体育祭や合唱祭など、自分たちの目標に向かって協力し合い、共に喜び、悲しみ、時には意見をぶつけ合いな
がらも互いに支え合った、まさに「青春」と呼べる学校生活は何ものにも代えがたい大切な思い出です。

～　中　略　～
　最後になりましたが、今までお世話になった方々に心より感謝の気持ちを申し上げます。日々の生活で感じる些細
な幸せは決して当たり前のものではありません。特に、深い愛情を注いでくれた家族には感謝してもしきれない気持
ちでいっぱいです。家族からの愛情があったからこそ、たくさんの幸せに囲まれて過ごすことができました。今後は
私自身が周囲の人に幸せを与えられる、そんな大人になりたいです。
　名実ともに、「大人」として認められた今日この日を、自分の人生に深く刻み、今後の人生においても決して色あせ
ることのないよう胸に抱き、これからの人生において成人としての自覚を持ち、清く、正しく、美しく生きていくこ
とをここに誓い、新成人代表の挨拶とさせていただきます。

平成30年 1月 7日　　　新成人代表　　槙本彩乃

　１月７日、生涯学習センターきらりホールにおいて町成人式を開催いたしました。新成人１７０名があでや
かな振袖やスーツ姿等で出席し、大勢の保護者の方に見守られながら、ともに成人を祝いました。
　式典の企画や運営は、新成人による実行委員会が行い、二十歳の門出にふさわしい厳粛な雰囲気の中、戸部
町長をはじめ多くの来賓や恩師のみなさまから温かい励ましの言葉をいただきました。
　この式典が人生の節目となり、彼らが北方町、そして日本の明るい未来の担い手となっていただきたいと心
より願っています。ご成人、誠におめでとうございます。　※ 以下は、新成人「誓いの言葉」の抜粋です。

▲ 新成人のみなさん、おめでとうございます。

平成30年　成人式

成人式実行委員
・委員長（誓いの言葉）…槙本　彩乃 　
・副委員長…説田　十吉、堀　佳乃　
・司会…齋藤　良多、中川　三奈 　　　
・開式、閉式の辞…芋瀬　将成　
・国歌斉唱…（指揮）菅沢　優輝（伴奏）中川　三奈
・思い出のアルバム…根本　一樹
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成人になって思うこと

堀　　佳乃

　初めに、晴れて成人の
日を迎えることができた
のは、両親や友人、先生
方や地域の方々、これま
で支えてくださった全て
の方々のおかげです。本
当にありがとうございま
した。

　成人式という節目に近づくにつれて、大人にな
るとはどういうことか考えるようになりました。
様々な権利が与えられ、様々な制限が無く、自由
が与えられます。しかし、自由が与えられるとい
うことは、個々で責任を持って行動しなければな
らないということです。一人一人が成人の自覚を
持ち、責任を持って生活していかなければなりま
せん。
　私はこの 20 年間で様々な出会いを得ました。悩
み苦しんだ時は仲間が励まし、背中を押してくれ
ました。自分 1 人では成し遂げることができなかっ
たことも、仲間がいたから共に乗り越えて来られ
たのだと思います。そんな仲間から刺激を受け、
お互いに支え合うことで、目標に向かい向上心を
持って頑張ることができます。
　私たちにはこれから先、さらなる出会いが待っ
ています。新しい出会いに感謝し、これから先の
たくさんの出会いも大切にしていきます。まだま
だ半人前の私たちにはこれから試練や困難が待ち
受け、周りの方々の支えが必要となってくるでしょ
う。だからこそ、常に私たちの成長を見守り、時
に挫折しそうな時も支えてくださったたくさんの
人々に感謝の気持ちを忘れず、これからは私たち
が周りの方々のために働きかけ、支えられるよう
な大人になることが恩返しになるのではないかと
思います。
　今日大人の仲間入りを果たした私たちですが、
未熟者であり、まだまだご迷惑をお掛けすると思
いますが、こ
れからも温か
く見守ってい
ただきますよ
うお願い申し
上げます。

成人を迎えて
-you can’t alive alone-

説田　十吉

　20 年前、おんぎゃ、お
んぎゃと産声を上げ、僕た
ちは誕生しました。そんな
僕たちが、無事に成人を迎
えることができ、これから
は大人としての第一歩を
歩み始めます。僕自身、こ

の４月から都会にでて社会人として仕事を始めます。
不安と期待、ほんの少しのやさしさで、眠らない街「東
京」が一体どれほど眠らないのかを身をもって味わっ
ていきます。
　平成 10 年１月 14 日、当時、仕事現場から転落し
て怪我をしていた父を、母がタクシーに乗ってお見
舞いに向かっている途中にそれは起こりました。陣
痛です。慌てた運転手は父が入院している病院の隣
の産婦人科に母を連れて行き、そこで僕は産まれま
した。その後はすくすくと成長し、保育園では 2 番
目に身長が高くなりました。小学校になると友達か
らサッカーに誘われ、サッカー少年団に入団しまし
た。その中で僕は３番目に身長が高かったです。サッ
カーを始めたおかげで他の小学校の子とも仲良くな
り、活発で元気な小学校時代を送ることができまし
た。そのまま中学校でもサッカーを続けました。中
学校では違う小学校の子とも同じクラスになりまし
た。その頃の僕の身長は学年で 1、2 位を争うよう
になりました。初めての期末テスト、初めての部活、
初めてのメガネ、数々の試練が僕を襲いました。そ
んな試練も、徐々に打ち解けあっていったクラスの
子、一緒にサッカーを続けてきた仲間がいたからこ
そギリギリ乗り越えることができました。高専に入
ると全く知らない中学の子や自分よりも身長の大き
い子が７人ぐらいいて、当初は緊張の毎日でした。
しかし、５年間という長い月日が僕の心を揉みほぐ
して、次第に打ち解けあっていきました。
　このように僕の人生は、自分の経験したことのな
い未知との戦いの連続であり、それを共に乗り越え
てきた仲間の存在が、僕をより高みへ伸ばしてくれ
ました。社会の「しゃ」の字もまだわからない僕で
すが、この経験を活かし同じ仲間とともにどんな試
練も乗り越えていきたいと思います。
　最後になりましたが、友人や両親、祖父母、僕にそっ
くりな妹、親戚の人たち、あの時のタクシーの運転
手に感謝の気持ちを伝えさせていただきます。

「今まで誠にありがとうございました。お陰様で身長
は 180cm を超え、心も身体も成長できました。」 ▲ 成人式実行委員のみなさん
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◆自治会等（順不同）
芝原西町� 5000円
芝原中町� 1万円
芝原東町� 1万円
朝日町� 2万 5917円
若宮町� 2万円
栄町� 1万 3000円
加茂町� 1万 7850円
船町� 2000円
梅野町� 7809円
俵町� 2万円
増屋町� 1万 5000円
戸羽町� 1万 2480円
仲町� 3600円
千歳町� 2000円
駒来町� 7050円
森町� 2万円

天王町� 1万円
本町� 1万 5000円
石町� 2900円
大門� 1万円
清水� 1万 668円
地下� 1万円
一本松� 2万 7000円
春来町� 5万 7013円
天狗堂� 1万 2000円
高屋� 1万円
高屋白木3丁目� 5000円
高屋条里� 5000円
高屋太子町� 5000円
ハイタウンS3� 1万円
ハイタウンS4� 1万円

◆個人
有志� 3000円
有志� 530円
東加茂有志� 5000円

◆クラブ
華道（正統則天門）� 2000円
書道クラブ� 2000円
料理クラブ� 2000円
さわやかヘルシークラブ� 3232円
美健体操クラブ� 2000円
健康リズム体操� 2000円
踊りの会� 2000円
寄せ植え華道� 2000円

総額� 41万 7049円

東保育園において、まちづくり活動助
成事業団体「きたがた音遊楽団KOY」
によるクリスマスコンサートが東保育園・
北保育園の園児を対象に行われました。
クリスマスソングを一緒に歌い、園児
達も楽しんでいました。

社会を明るくする運動作文
『優秀賞』を受賞

1/9 きたがた音遊楽団
クリスマスコンサート

12/21

婦人会
愛のお年玉

第67回 “社会を明るくする運動” 作文コン
テストにおいて北方中学校の佐藤百果さんが優
秀賞を受賞したため、北方町長を表敬訪問をし
ました。
佐藤さんは、「とても嬉しかった。また次も
頑張りたい」と喜びを町長に報告していました。

▲町長に受賞を報告する佐藤さん（写真右から２番目）

婦人会では新年の恒例行事として毎年、町内の方が入所している
町内外の福祉施設を慰問し、会員や自治会等から募ったお金を　　
「愛のお年玉」として届けています。
今年は、総額41万7049円が集まりました。内訳は次の通りです。
みなさまのご協力、誠にありがとうございました。

▲KOYによるコンサート
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▲昨年の合唱集会の様子

＜参加予定団体＞
北方コーラス、北方公民館合唱クラブ、北方長生会合唱クラブ、童謡
クラブカトレア、西順寺コーラス、女声コーラスKi-ra-ra、夢まち倶楽部、
町立幼稚園、北方小学校、北方西小学校、北方南小学校、北方中学校
合唱部、農林高校演劇部　（順不同）

町内の合唱団、サークル、クラブ及び町内
の幼稚園児から高校生まで参加して行われる

「きたがたふれあい合唱集会」が今年もきらり
ホールで行われます。日頃の練習成果を発表
していただきますので、町民のみなさまもぜ
ひさわやかな歌声を聴きにお越しください。

日　付　2 月 18 日（日）
場　所　生涯学習センターきらりホール
開　場　午後 1 時
開　演　午後 1 時 30 分
終了予定　午後 3 時 30 分ごろ
※入場は無料です。

問 生涯学習センター「きらり」
　 　☎３２０－２２００

入場無料きたがたふれあい合唱集会

子ども会育成協議会

「親子ふれあい芸術鑑賞会」
２月17日（土）、
今年も「親子ふれあい芸術鑑賞会」を行います。
みなさんのご来場をお待ちしております。
主　催　北方町子ども会育成協議会
場　所　生涯学習センターきらりホール
時　間　午後１時～  受付、開場、
 午後 1 時 30 分～ 壁新聞等の表彰式
 午後 2 時～  「スマイルパフォーマー Q ちゃん」による
    講演およびパフォーマンスショー
 午後３時 45 分ごろ 終了予定
※入場は無料です。

子ども会の人はもちろんのこと、来年度新小学１年生になる人、
あるいはまだ入っていない人で子ども会に入ろうか迷っている人な
ど、ぜひ親子で気軽にご参加ください。お待ちしております。

 問 生涯学習センター「きらり」　☎３２０－２２００

スマイルパフォーマー
Qちゃん

講師の「スマイルパフォーマー
Qちゃん」は、バルーンの全
国大会・パフォーマンスコン
テストにて、満場一致の初代
日本一に輝いたバルーンテク
ニックを始め、ジャグリング・
マジックなどあらゆる大道芸
プロフェッショナルです。

入場無料
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▲
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初
式
を
挙
行



17 広報きたがた 2018.2

２
月
は
１
年
の
う
ち
で
最
も
気
温
が
低

く
、
積
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
っ
て
事
故
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
積
雪
路
や
凍
結
路

は
滑
り
や
す
く
、
停
止
距
離
が
長
く
な
る
う

え
に
、ス
リ
ッ
プ
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
降
雪
や
雪
煙
で
視
界
も
悪
く
な
り
、

危
険
の
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

寒
い
時
期
に
車
を
運
転
す
る
際
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
て
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

①
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
十
分
な
車
間

距
離
を
確
保

積
雪
路
や
凍
結
路
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

し
、
車
間
距
離
を
十
分
に
と
っ
て
走
行
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
や
雪
の
降
っ

た
日
の
深
夜
か
ら
明
け
方
も
路
面
凍
結
の
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

②
ブ
レ
ー
キ
は
ソ
フ
ト
に
踏
む

積
雪
路
や
凍
結
路
で
強
く
ブ
レ
ー
キ
を

踏
む
と
ス
リ
ッ
プ
を
招
き
や
す
い
の
で
、

乾
燥
路
と
同
じ
感
覚
で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む

の
は
非
常
に
危
険
で
す
。
ブ
レ
ー
キ
は
ソ

フ
ト
に
踏
み
、
徐
々
に
減
速
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

③
停
止
す
る
と
き
は
早
め
に
減
速

積
雪
路
の
交
差

点
付
近
は
、
雪
が

踏
み
固
め
ら
れ
て

滑
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
減
速
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
遅
れ
る

と
、
交
差
点
の
手

前
で
停
止
で
き
ず
に
交
差
点
内
に
侵
入
し
て

し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

赤
信
号
や
一
時
停
止
に
よ
り
停
止
す
る
と

き
は
、
早
め
の
ブ
レ
ー
キ
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

④
カ
ー
ブ
で
は
手
前
で
十
分
な
減
速

積
雪
路
や
凍
結
路
の
カ
ー
ブ
は
ス
リ
ッ
プ

し
や
す
い
の
で
、
対
向
車
線
に
は
み
出
さ
な

い
よ
う
カ
ー
ブ
手
前
で
あ
ら
か
じ
め
十
分
に

減
速
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
積
雪
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の

見
え
な
い
カ
ー
ブ
も
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

防
災
安
全
課　

☎
３
２
２
ー
９
９
３
６

勤労青少年ホーム
働く婦人の家及び宮東ふれあいセンター

総合体育館 の
事前予約説明会を開催します。

　公共施設の運営方法等の見直しに伴い、平成30年
４月からの事前予約の説明会を開催いたします。説明
会では利用方法の説明のほか、団体間の予定調整を行
い、事前予約を受付します。下記３施設を月次や曜日
等で固定して予約したい方は必ずご出席くださいます
ようお願いします。

■ 総合体育館
　日時　３月２日（金）午後７時30分～
　場所　総合体育館会議室
� 問�総合体育館　☎ 323ー 3500

■ 勤労青少年ホーム
　日時　２月９日（金）午後７時～
　場所　勤労青少年ホーム集会室
■ 働く婦人の家及び宮東ふれあいセンター
　日時　２月14日（水）午後７時～
　場所　働く婦人の家第１講習室
� 問�総務課　☎ 323ー 1111

チャンネルCCNの
おすすめ番組

放送日時

北方町のイベントやニュースが
紹介されます。

午前６時～、午前11時～、午後８時～
　ボランティア講座
　　「世界にひとつの
� アイシングクッキーづくり」　
� 2月13日（火）
　親子ふれあい芸術鑑賞会
� 2月21日（水）

12ch

積
雪
路
・
凍
結
路
に
注
意
！
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ダンボールコンポストの導入を推奨しています
　以前より、広報などでお知らせしているとおり、町ではダンボールコン
ポストの導入を推奨しています。ダンボールコンポストとは、生ごみを微
生物に分解させ、堆肥化する資材です。生ごみを堆肥にする資源活用の効
果に加え、生ごみの減量化にも繋がるため、より多くのご家庭に使ってい
ただきたいと考えています。
　町ではダンボールコンポストを定価の半額で販売していますので、ご利用をお考えの方は都市
環境課までお問い合わせください。

【販売代金】【販売代金】
　一式　　　　650円
　基材　　　　330円
　ダンボール　140円
　キャップ　　180円

2月のごみ収集日の
変更について

くらしのカレンダーでもお知らせしておりますが、下記のとおりに
変更となりますので、該当地区にお住まいの方はご注意ください。

※2月12日（月）は祝日ですが、可燃ごみ
（該当地域）は収集します。
※ごみの出し方を守り、地域の集積場に
は、午前8時までに出してください。

種別 自治会名（略称） 変更前 変更後

空カン

Ｈ
地
区

東・船・仲・千・リバ・駒・新・森・
天王・本・石・清・地・一・曲・明・
ﾊｲS1・ﾊｲS2・ﾊｲS3・ﾊｲS4

２/12（月） ２/19（月）

Ｉ
地
区

大・春・小・天狗・柱・高・高白1・高
白2・高白3・高伊1・高条・高丸・
高太・ﾊｲA2,4・ﾊｲA1・長

２/19（月） ２/26（月）

　
国
民
健
康
保
険
は
現
在
、
各
市
町
村
が

保
険
者
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
県
と
市
町
村
が
共

同
保
険
者
と
な
っ
て
運
営
し
ま
す
。
県
が

国
保
の
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、

安
定
的
な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業
の

確
保
等
、
国
保
運
営
に
中
心
的
な
役
割
を

担
い
、
制
度
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

県
の
役
割

・
市
町
村
ご
と
の
国
保
事
業
費
納
付
金
の

決
定

・
標
準
的
な
算
定
方
法
等
に
よ
る
、
市
町
村

ご
と
の
標
準
保
険
料
率
の
算
定
・
公
表

・
保
険
給
付
等
必
要
額
の
全
額
交
付
等

市
町
村
の
役
割

・
被
保
険
者
証
の
発
行
等
の
資
格
管
理

・
標
準
保
険
料
率
等
を
参
考
に
保
険
税
率

を
決
定
し
、
賦
課
・
徴
収

・
保
険
給
付
の
決
定
、
保
健
事
業
の
実
施

等変
わ
る
こ
と

①
被
保
険
者
証
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

　
新
た
な
被
保
険
者
証
へ
の
切
替
時
期

は
、
平
成
30
年
10
月
1
日
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
現
在
の
被
保
険
者

証
は
、
有
効
期
限
内
は
そ
の
ま
ま
お
使

い
い
た
だ
け
ま
す
。
（
限
度
額
適
用
認

定
証
等
も
同
様
で
す
。
）

②�

高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
の
通
算
方

法
が
変
わ
り
ま
す

　
被
保
険
者
の
方
が
同
一
都
道
府
県
内

の
他
市
町
村
へ
住
所
異
動
し
た
場
合
で

も
、
高
額
療
養
費
の
＊
多
数
回
該
当
に

係
る
該
当
回
数
が
引
き
継
が
れ
ま
す
。

＊�

同
じ
世
帯
で
、
当
月
を
含
め
た
過
去
12
か
月
間
に
４

回
以
上
高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合
、
４
回
目
以

降
の
自
己
負
担
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

保
険
税
に
つ
い
て

・
県
が
示
し
た
標
準
保
険
料
率
等
を
参
考

に
保
険
税
率
を
６
月
に
決
定
す
る
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
７
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
住
民
保
険
課　
☎
３
２
３

－

１
１
１
３

平
成
30
年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
制
度

国
民
健
康
保
険
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す



19 広報きたがた 2018.2

　今年も新しい仲間が加わり日々稽古に取り組ん
でいます。少年団ではありますが、和道会北方支
部に所属していますので、中学生になっても続け
ることができます。
　２０２０年オリンピックの正式種目になり、今
注目されているスポーツです。
 空手に興味がある方、随時見学・体験を募集し
ておりますので、お気軽にお越しください。

（練習日）　　　毎週火曜日・金曜日
（練習時間）　　午後７時から８時 30 分まで
（練習場所）　　北方小学校体育館

　８月 19・20 日 日本武道館で和道会全国空手
道競技大会が行われました。

◎形の部
　小学５年男女の部
　　優　勝　　　森岡　秀哉
　　準優勝　　　清水川　遼
　小学６年男女の部
　　ベスト８　　岩田　俊弥

◎組手の部
　小学５年男子の部
　　ベスト16　　森岡　秀哉
　小学６年男子の部
　　ベスト16　　久世　克樹

問育成会長　宮脇　☎ 090‐5611‐0196

43

43

スナヤツメ
（Lethenteron reissneri）
ヤツメウナギ目　ヤツメウナギ科

●目とエラ穴を合わせて８つ目があるように見
えるから「ヤツメ」という名前が付いたんだ。

●鹿児島県と宮崎県以外の日本各地に生息する
淡水魚だよ。

●吸盤のような口をしていて、岩に吸い付くこ
とができるよ。

●「アンモシーテス」と呼ばれる子どもの時に
は目がなくて、大人になると目が開くよ。

●環境省レッドリストの「絶滅危惧Ⅱ種」に指
定され、保護されているよ。

　僕たちは昔から糸貫川に住んでいるけど、川の工事
や水が汚れてきたことで数を減らしているんだ。普段
は砂の中に隠れてい
るから、もし捕まえ
ても優しく逃がして
あげてね。糸貫川に
は僕以外にも貴重な
生物がたくさん住ん
でいるから、遊びに
来たときはぜひ探し
てみてね！

僕たちは昔から姿が変わってない魚僕たちは昔から姿が変わってない魚
だけど、いつの時代から姿が変わっだけど、いつの時代から姿が変わっ
てないでしょうか？てないでしょうか？
①江戸時代
②マンモスの時代　
③原始人の時代　
④恐竜より前の時代 ※先月のクイズの答え　②こうらの形　　ぼくたちのこうらはおしりのところが

ギザギザになっているよ。クサガメくんのこうらは丸いからすぐに見分けられるよ。

クイズの答えを募集します。正解者の中から抽選で５名に岐阜農林高校のジャムを
お渡しします。応募用紙は当町ホームページからダウンロードしてください。
応募の対象は北方町内の小学生に限ります。
●応募締切　２月 28 日（水）　●応募締切　２月 28 日（水）　問問都市環境課 ☎３２３－１１１４都市環境課 ☎３２３－１１１４

スナヤツメスナヤツメ

空手道
スポーツ少年

団

町民運動会
の様子

糸貫川で撮影
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北
方
町
臨
時
職
員
募
集

●
募
集
職
種

①
保
育
園
用
務
員
（
パ
ー
ト
）�

１
名

②
保
育
士
（
パ
ー
ト
）�

若
干
名

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員（
パ
ー
ト
）

　
�　

　

１
名

④
図
書
館
臨
時
職
員�

�

若
干
名

●
応
募
資
格

②
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

③
保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護

支
援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方

④
図
書
館
運
営
に
関
心
が
高
く
健
康
な
方

●
勤
務
時
間

①
午
前
８
時
～
午
後
４
時
45
分

②
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

②
午
前
９
時
～
午
後
４
時

②
午
後
２
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

（
時
間
応
相
談
）

③
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
時
間
応
相
談
）

④
週
３
日
程
度
（
土
日
・
祝
日
勤
務
あ
り
）

④
週
５
日
程
度
（
土
日
・
祝
日
勤
務
あ
り
）

（
時
間
応
相
談
）

●
賃
金

①
④
時
給　

８
３
０
円

②
時
給　

１
０
６
０
円

③
時
給　

１
３
０
０
円

●
採
用
予
定
日

①
③
４
月
１
日（
勤
務
日
は
４
月
２
日
か
ら
）

②
３
月
１
日

④
４
月
１
日

●
選
考
試
験　

①
②
③
面
接
試
験

④
書
類
選
考
及
び
面
接
試
験

※
日
時
な
ど
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
提
出
書
類

①
②
③
④
履
歴
書

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
・
顔
写
真
貼
付
）

②
保
育
士
証
の
写
し

③
保
持
す
る
資
格
免
許
証
の
写
し

●
申
込
期
限

①
②
③
２
月
19
日
（
月
）

④
２
月
28
日
（
水
）

�
①
②
③
福
祉
健
康
課

　

☎
３
２
３

－

１
１
１
９

④
教
育
委
員
会

　

☎
３
２
３

－

１
１
１
５

も
と
す
広
域
連
合 
療
育
医
療
施
設 

幼
児
療
育
セ
ン
タ
ー 

用
務
員
募
集

●
募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

日
日
雇
用
職
員
：
用
務
員�

１
名

●
雇
用
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

●
勤
務
時
間
及
び
内
容

　

１
週
間
あ
た
り
20
時
間
程
度

（
１
日
４
時
間
勤
務
）

　

幼
児
療
育
セ
ン
タ
ー
内
清
掃
業
務

及
び
利
用
児
送
迎
業
務　

●
賃
金　

時
給　

８
４
０
円

●
応
募
資
格

　

自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

●
申
込
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
及
び
運
転
免
許
証

の
写
し

●
申
込
期
限

　

２
月
20
日
（
火
）
必
着

●
選
考
試
験
等

　

面
接
試
験　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

�

も
と
す
広
域
連
合�

療
育
医
療
施
設

　

幼
児
療
育
セ
ン
タ
ー

　

〒
５
０
１

－

０
４
７
１

　
　

本
巣
市
政
田
５
０
０
番
地
１

　

☎
３
２
３

－

０
５
８
４

（
一
社
）北
方
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
シ
ル
バ
ー
の
日
（
奉
仕
活
動
）

　

日　

時　

２
月
22
日
（
木
）　

　

時　

間　

８
時
よ
り　
　
　

　

場　

所　

円
鏡
寺
公
園

　
　
　
　
　

雨
天
中
止

●
30
年
度
会
員
募
集
中

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
あ
な
た
の

知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
社
会
貢
献
し
て
み

ま
せ
ん
か
、
樹
木
剪
定
、
庭
仕
事
に
興
味
の

あ
る
方
、
随
時
募
集
中
！

問�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
３
２
４

－

２
９
１
６

『
相
続
登
記
等
相
談
会
』及
び『
市

民
講
座
「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続

登
記
～
争
続
か
ら
相
続
へ
～
」』

開
催
の
お
知
ら
せ

　

相
続
登
記
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、相
続
登

記
等
相
談
会
及
び
市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日　

２
月
18
日
（
日
）

●
場
所　

岐
阜
地
方
法
務
局

●
費
用　

無
料

①
『
相
続
登
記
等
相
談
会
』

　

内
容
／
相
続
登
記
及
び
未
登
記
建
物
に
関

す
る
相
談

　
　
　
　

な
お
、
申
請
書
類
等
の
作
成
に
つ

い
て
の
相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
。

　

時
間
／
午
後
１
時
～
４
時

　

相
談
時
間
／
１
人
約
30
分
（
予
約
優
先
）

②
『
市
民
講
座
』

　

内
容
／
相
続
（
法
定
相
続
、
遺
産
分
割
、

遺
言
）
の
登
記
に
つ
い
て

　

時
間
／

　

１
回
目
：
午
後
１
時
～
２
時
（
１
時
間
）

　

２
回
目
：
午
後
３
時
～
４
時
（
１
時
間
）

　

定
員
／
各
回
40
名
（
予
約
優
先
）

●
予
約
申
込
み
期
間
・
方
法

　

２
月
１
日
（
木
）
か
ら
同
月
13
日
（
火
）

ま
で
の
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

代
表
電
話
番
号
（
☎
２
４
５

－

３
１
８
１
）

を
ダ
イ
ヤ
ル
い
た
だ
き
、
音
声
案
内
に
よ
り

「
３
」を
押
し
、内
線
２
０
１
と
お
伝
え
く
だ
さ

募
　
集

催
　
し
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い
。ま
た
は
、
直
接
、
岐
阜
地
方
法
務
局
不
動

産
登
記
部
門
総
務
係
へ
お
越
し
願
い
ま
す
。

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会　

開
催

●
日
時　

２
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所　

マ
ー
サ
21
北
館
１
階

　
　
　
　

さ
く
ら
パ
ー
ク

相
続
／
遺
言
／
土
地
活
用
／
在
留
資
格
／
ド

ロ
ー
ン
／
会
社
設
立
／
建
設
業
許
可
／
営
業

許
可
／
自
動
車
登
録
／
成
年
後
見
／
帰
化
／

内
容
証
明
／
そ
の
他
行
政
書
士
の
取
扱
業
務

　

予
約
不
要
で
す
。
当
日
、
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
岐
阜
県
行
政
書
士
会
岐
阜
支
部

　

岐
阜
市
薮
田
南
１
丁
目
11
番
12
号

　

岐
阜
県
水
産
会
館
５
階
５
１
１
号
室

　

☎
２
７
６

－

１
７
７
４

病
院
案
内
問
い
合
わ
せ
番
号
変
更
に
つ
い
て

　

岐
阜
地
域
４
市
１
町
の
消
防
広
域
化
に
伴

い
、
本
巣
地
域
・
山
県
地
域
に
お
け
る
病
院

案
内
の
問
い
合
わ
せ
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。

●
変
更
日　

４
月
１
日
（
日
）

●
変
更
に
な
る
地
域

　

山
県
市
、
本
巣
市
、
北
方
町

●
変
更
後
の
番
号

　

☎
２
６
２

－

３
７
９
９

問
県
庁
医
療
整
備
課

　

☎
２
７
２

－

８
２
６
７

　
℻�

２
７
８

－

２
６
２
３

　

c1
1
2
2
9
@
pref.gifu.lg.jp

犯
罪
被
害
遺
児
激
励
金
支
給
事
業
に

つ
い
て

　

県
で
は
、
犯
罪
被
害
遺
児
の
方
に
対
し
て

毎
年
５
月
５
日
「
こ
ど
も
の
日
」
に
激
励
金

を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

５
月
５
日
現
在
、
県
内
に
居
住
さ
れ
て
お

り
、
犯
罪
被
害
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
生
計
を

と
も
に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母
（
す
で
に
父

母
を
亡
く
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
れ
に
代
わ
る

方
）
を
亡
く
さ
れ
た
方
で
、
義
務
教
育
終
了

ま
で
の
方
お
よ
び
高
等
学
校
在
学
中
（
高
等

専
門
学
校
３
年
終
了
ま
で
の
方
、
特
別
支
援

学
校
の
高
等
部
在
学
中
の
方
を
含
む
）
で
満

20
歳
未
満
の
方
。

※
犯
罪
被
害
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁
組

し
た
方
、
も
し
く
は
父
ま
た
は
母
が
再
婚

し
生
計
を
と
も
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方

は
除
き
ま
す
。

●
激
励
金
の
額
（
１
人
当
た
り
）

・
乳
幼
児
・
小
学
生
児
童　

１
万
５
千
円

・
中
学
生
生
徒　
　
　
　
　

２
万
円

・
高
校
生
生
徒
等　
　
　
　

２
万
５
千
円

※
申
請
時
か
ら
高
等
学
校
等
就
学
中
（
20
歳

未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
期
限　

２
月
28
日
（
水
）

�

防
災
安
全
課

　

☎
３
２
２

－

９
９
３
６

交
通
遺
児
激
励
金
支
給
事
業
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
交
通
遺
児
の
方
に
対
し
て
毎
年

５
月
５
日
「
こ
ど
も
の
日
」
に
激
励
金
を
お

贈
り
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

５
月
５
日
現
在
、
県
内
に
居
住
さ
れ
て
お

り
、
交
通
事
故
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
生
計
を

と
も
に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母
（
す
で
に
父

母
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
場
合
に
は
そ
れ
に

代
わ
る
方
）
を
亡
く
さ
れ
た
方
で
、
義
務
教

育
終
了
ま
で
の
方
お
よ
び
高
等
学
校
在
学
中

（
高
等
専
門
学
校
３
年
終
了
ま
で
の
方
、
特

別
支
援
学
校
の
高
等
部
在
学
中
の
方
を
含

む
）
で
満
20
歳
未
満
の
方

※
交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁
組
し
た

方
、
も
し
く
は
父
ま
た
は
母
が
再
婚
し
生

計
を
と
も
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方
は
除

き
ま
す
。

●
激
励
金
の
額
（
１
人
当
た
り
）

・
乳
幼
児
・
小
学
生　
　

１
万
５
千
円

・
中
学
生　
　
　
　
　
　

２
万
円

・
高
校
生
等　
　
　
　
　

２
万
５
千
円

※
申
請
時
か
ら
高
等
学
校
等
就
学
中
（
20
歳

未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
期
限　

２
月
28
日
（
水
）

�

防
災
安
全
課

　

☎
３
２
２

－

９
９
３
６

電
柱
や
鉄
塔
に
カ
ラ
ス
の
巣
を

発
見
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

カ
ラ
ス
は
２
月
頃
よ
り
営
巣
活
動
を
開
始

し
ま
す
。
カ
ラ
ス
の
巣
が
原
因
で
停
電
が
発

生
す
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
見
し
た
際

に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
針
金
な
ど
の
金
属
類
で
作
ら
れ
た
巣
は
特

に
停
電
の
原
因
と
な
り
や
す
い
た
め
、
使

用
し
て
い
な
い
鉄
製
の
ハ
ン
ガ
ー
は
放
置

さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
地
上
か
ら
２
ｍ
程
度
の
位
置
に
あ
る
中
電

マ
ー
ク
番
号
札
を
確
認
し
て
い
た
だ
け
る

と
、
場
所
の
特
定
が
容
易
と
な
り
ま
す
。

●
電
柱
の
周
り
に
木
の
枝
が
散
乱
し
て
い
た

ら
、
巣
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
『
カ
ラ
ス
の
巣
確
認
済
』
シ
ー
ト
（
黄
色

の
シ
ー
ト
）
が
巻
い
て
あ
る
電
柱
は
、
既

に
状
況
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
は
不
要
で
す
。

問
中
部
電
力
㈱
岐
阜
営
業
所

　

☎
０
１
２
０

－

９
８
５

－

９
１
０

お
知
ら
せ
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総合体育館の行事
２/ ３ 土
　  ４ 日 本巣ブロック中学生ソフトテニス大会

２/10 土
　 2４土 教育委員会（スポーツ教室）

２/11日 日本空手松涛連盟岐阜県支部・
技術講習会

２/18日 瑞穂・本巣・北方スポーツ少年団・
認定員講習会

２/21水 北方町立幼稚園・和太鼓交流

２/25日 もとすバドミントンクラブ連盟・
バドミントン大会

・・・・  卓球の無料開放  ・・・・
毎週土曜日 午前９時～正午

町内在住の小中学生および同居の大人。小中学生
のみでも可。

北方町議会３月定例会の予定
日　　程  内　　　容

２月23日（金） 午前９時30分 議会運営委員会

２月27日（火） 午前９時30分 厚生都市常任委員会
協議会

２月28日（水） 午前９時30分 総務教育常任委員会
協議会

３月５日（月） 午前９時30分 定例会第１日
（開会・提案説明）

３月６日（火） 午後１時30分 議案精読
（議案勉強会）

３月７日（水） 午前９時30分 議案精読
（議案勉強会）

３月８日（木） 午前９時30分 議案精読
（議案勉強会）

３月９日（金） 午前９時30分 定例会第２日
（質疑・委員会付託）

３月12日（月） 午前９時30分 定例会第３日
（一般質問）

３月13日（火） 午前９時30分 厚生都市常任委員会
（付託案件審査）

３月14日（水） 午前９時30分 総務教育常任委員会
（付託案件審査）

３月16日（金） 午前９時30分 定例会第４日
（採決・閉会）

「
岐
阜
地
域
産
学
官
連
携
交
流
会

２
０
１
８
」
を
開
催
し
ま
す
！

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
は
じ
め
情
報
技
術
や
、
食
品
関

連
な
ど
、
地
域
の
大
学
・
高
等
専
門
学
校
の

最
新
の
研
究
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
産
学
官

連
携
に
興
味
が
あ
る
、
ま
た
大
学
等
に
専
門

的
な
相
談
を
受
け
た
い
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

●
場
所　

岐
阜
商
工
会
議
所　

大
ホ
ー
ル

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ

　
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
が
可
能
に
す
る
社
会
」

●
内
容

⑴
基
調
講
演　

午
後
１
時
４０
分
～
２
時
３０
分

〈
演
題
〉
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
生
産
と
そ
の
知
能
化
技
術
」

〈
講
師
〉
岐
阜
大
学 

工
学
部 

機
械
工
学
科

教
授  

山
本　

秀
彦　

氏

⑵
交
流
会　

午
後
２
時
３０
分
～
４
時

　

地
域
の
大
学
等
の
最
新
の
研
究
内
容
を

ブ
ー
ス
に
て
紹
介

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法

１
．
会
社
名
等　

２
．
氏
名　

３
．
連
絡

先
、
を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
別
相
談
を
予
約
さ
れ
た
い
方

は
、
相
談
し
た
い
ブ
ー
ス
と
内
容
を
記
入
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
ブ
ー
ス
内
容
は
岐
阜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
確
認
で
き
ま
す
）

 

岐
阜
市
商
工
観
光
部
産
業
雇
用
課　

　

☎
２
１
４

－

２
３
５
９

　

℻
２
６
５

－

２
２
１
８

　

E-m
ail: sangyo-koyo@

city.gifu.gifu.jp

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー

●
募
集
人
数　

１
５
０
名

●
日
時

　

２
月
2３
日
（
金
）
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

　

（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

●
会
場

　

ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス　

１
階

　

み
ん
な
の
ホ
ー
ル

●
参
加
費　

無
料

●
内
容

・
空
き
家
を
取
り
巻
く
環
境

・
不
動
産
相
続

・
空
き
家
の
利
活
用
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

●
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
送
付
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
役
場
防
災
安
全
課
窓
口
に
て
お

配
り
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
込
先

・
郵
送

　

〒
５
０
０

－

８
５
７
０(

住
所
不
要
）

　
　

岐
阜
県
庁
都
市
建
築
部
住
宅
課

・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
７
８

－

２
７
８
３

・
Ｅ
メ
ー
ル　

c116
5

9

＠pref.gifu.lg.jp

問
岐
阜
県
空
家
等
対
策
協
議
会
事
務
局
（
岐
阜

県
都
市
建
築
部
住
宅
課
空
家
対
策
室  

内
）

　

☎
２
７
２

－

８
６
９
３
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認知症の理解を深めよう貧血予防料理教室を開催します!!

日　　時　２月 16 日（金）
　　　　　午後１時 30 分～４時 30 分
　　　　　（受付：午後１時～）
会　　場　岐阜県図書館 多目的ホール
　　　　　（岐阜市宇佐４丁目２－１）

［主催］ 岐阜県認知症疾患医療センター
　　　 岐阜病院・ 黒野病院

・問
岐阜県認知症疾患医療センター黒野病院
☎ 234-7038　FAX 234-0546
E-mail psw@kurono.or.jp

　貧血の大半は体内の鉄分が不足して起こる鉄欠乏
性貧血です。
　貧血になりやすいのは、偏食や誤ったダイエット
など不摂生な食生活が一因と考えられます。食生活
を改善し、鉄分を多く含む食品を積極的に摂るよう
に心がけましょう。
　北方町献血クラブでは、多くのみなさんに献血に
協力していただけるよう、貧血予防料理教室を開催
しています。ぜひご参加ください。
日　　時　３月２日（金）
　　　　　午前 10 時～午後１時頃
場　　所　保健センター
募集人員　30 名　　参 加 費　無料
持 ち 物　エプロン・三角巾・ふきん３枚
申込期限　２月 23 日（金）
主　　催　北方町献血クラブ

・問
保健センター　☎ 323-7600
★メニュー
　・ドライカレー
　・レンズ豆のスープ
　・コールスローサラダ
　※メニューは変更になる場合が
　　あります。

映画上映会「八重子のハミング」
講　演　会「認知症の気付きについて」
講師： 岐阜県認知症疾患医療センター黒野病院

　　　院長　村田一郎 氏

みんなの参加を
待ってるっち！

入場無料（定員300名）

事前に申し込みが必要です
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きた子ども館（☎323－0254） みなみ子ども館（☎322－2350）

今月のお誕生日会
【ともだち】【メルヘン】 11 日（日）午前 10 時 30 分～ 18 日（日）午前 10 時 30 分～

わくわくサタデー

五目並べ大会  ３日（土）
午後2 時～

バルーンアート  ３日（土）

午後2 時～
読み聞かせ 10日（土） アイディア小物作り 10日（土）
ひな人形作り 10日（土） 午後2時30分～ 作ってあそぼう 17日（土）
燃えろ！ドッチビー 17日（土）

午後2時～
ひな人形作り 24日（土）

大縄跳びを楽しもう 24日（土）

子ども館行事
燃えろ！卓球 12日（月）

午後2時～
頭を使え大会 12日（月）

午後2時～
朗読とアルパを楽しもう 18日（日） カロム大会 25 日（日）

子育て支援
【メルヘン】

0歳    7 日（水） 21 日（水）

午前 10 時
30 分～

0歳 14 日（水） 28 日（水）

午前 10 時
30 分～

1歳 14 日（水） 28 日（水） 1歳   6 日（火） 20 日（火）
2歳   6 日（火） 20 日（火） 2歳   8 日（木） 22 日（木）
3歳   8 日（木） 22 日（木） 3歳   1 日（木） 15 日（木）
運動

あそび 27 日（火） 音楽
クラブ 27 日（火）

ちびっこルーム【メルヘン】 １日（木）15 日（木）午前 11 時～ ９日（金）23 日（金）午前 11 時～
多世代交流 読み聞かせ 10 日 （土）午後 2 時～ バルーンアート   3 日 （土）午後 2 時～

ハッピーリサイクル ７日（水）午前 10 時～ 12 時　場所：みなみ子ども館　遊戯室
おもちゃ病院 ２日（金）午後 1 時～ 3 時　場所：きた子ども館　図書室

木育広場 ２日（金）16 日（金）午前 10 時～ 12 時　場所：みなみ子ども館　遊戯室　※ 県産材の積木であそびます。
子育てセミナー 21日（水）午前 10 時 30 分～　場所：みなみ子ども館　子育て支援室　テーマ「笑って子育て」講師：伊藤久代先生

★ 【ともだち】は保護者が同伴する乳幼児・児童・児童の保護者が対象【メルヘン】は乳幼児とその保護者が対象です。
★休館日：月曜日（祝日の場合は翌平日）

2
月
の
行
事

●
福
祉
相
談

　

２
月
1３
日
（
火
）・
26
日
（
月
）

　

午
後
１
時
～
３
時

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
２
４

－

６
５
５
０

※
地
域
担
当
民
生
委
員
宅
、
電
話
で
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

●
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

２
月
1３
日
（
火
）・
27
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
３
時

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

整
理
番
号
札
は
当
日
午
後
０
時
３０
分
よ

り
お
渡
し
し
ま
す
。

●
人
権
相
談

　

２
月
1３
日
（
火
）

　

３
月
12
日
（
月
）

　

午
後
１
時
～
３
時

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
身
体
障
が
い
者
相
談

　

２
月
1３
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
３
時

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
精
神
保
健
相
談
（
要
予
約
）

　

２
月
15
日
（
木
）

　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

　

瑞
穂
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

２
月
22
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
２
３

－

７
６
０
０

●
行
政
相
談

　

２
月
16
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～
３
時

問
働
く
婦
人
の
家

　

☎
３
２
３

－

２
５
０
０

●
な
か
よ
し
広
場

・
み
ん
な
と
一
緒
に
あ
そ
び
ま
し
ょ
う

幼
稚
園
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に

歌
っ
た
り
、
楽
器
を
鳴
ら
し
た
り
し
て
楽

し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

２
月
2０
日
（
火
）

　

午
前
1０
時
～
11
時

　

北
方
町
立
幼
稚
園

未
就
園
児
と
在
園
児
の
触
れ
合
い
を
大
切

に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
在
園
児

の
お
母
さ
ん
）
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
も
あ
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
も
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
子
育
て

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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善
意
の
寄
付

（
12
月
末
）

■ 

社
会
福
祉
へ

●
金
1０
万
円　
　
　
　
　
　

吉
田　

富
子
様

●
金
５
万
円
お
よ
び
使
用
済
み
切
手

北
方
動
物
病
院
様

●
金
１
万
３
１
５
円
お
よ
び
使
用
済
み
切
手

　
　

は
し
も
と
新
聞
従
業
員
一
同
様

●
金
５
千
５
１
８
円　
　
　

福
田　

公
男
様

●
金
５
万
円 

匿　

名　

様

●
金
１
千
円 

匿　

名　

様

●
使
用
済
み
切
手 

小
島　

明
美
様
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名　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

匿　

名　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

匿　

名　

様

■ 

も
ち
の
木
へ

●
金
５
万
円 

吉
田　

富
子
様

●
金
３
万
円
お
よ
び
お
菓
子　

匿　

名　

様

12
月
中
の
届
出

（
敬
称
略
）

…
…
…
　
出
　
生
　
…
…
…

自
治
会
名　

　

氏　

名
（
ふ
り
が
な
） 

　

保
護
者
名

柱
本

　

竹
内　

瑞
稀
（
み
ず
き
） 

祐　
　

芝
原
東
町

　

辻　

壱
矢
（
い
ち
や
） 

将
矢　

小
柳

　

山
下　

千
成
美
（
ち
な
み
） 

晃
司　

ハ
イ
タ
ウ
ン
北
方
Ｓ
２

　

佐
藤　

璃
羅
（
り
ら
） 

力
斗　

曲
路

　

中
島　

陸
斗
（
り
く
と
） 

将
昭　

春
来
町

　

天
野　

蒼
凰
（
あ
お
） 

陽
介　

高
屋
白
木
１
丁
目

　

栗
本　

千
聡
（
ち
あ
き
） 

祥
平　

俵
町

　

市
川　

陽
大
（
ひ
な
た
） 

宏
之　

…
…
…
　
婚
　
姻
　
…
…
…

　
　

　

川　

祐　

洋

　
　

竹　

下　

千　

尋
（
高
屋
）

●
ま
ま
プ
ラ
ザ
ほ
っ
と

・
○
○
マ
マ
の
日

２
月
19
日
（
月
）

午
前
1０
時
～
11
時
４5
分

参
加
費　

２
０
０
円
（
お
や
つ・飲
み
物
付
）

定
員　

1０
組
（
要
予
約
）

今
月
は
「
は
じ
め
て
の
子
育
て
」
マ
マ
の

日
で
す
。

初
め
て
の
子
育
て
、
不
安
・
発
見
な
ど
、

み
ん
な
で
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
!!

※
２
月
21
日
（
水
）

円
鏡
寺
公
園
で
開
催
さ
れ
る
門
前
市
で
珈

琲
＆
綿
菓
子
を
販
売
し
ま
す
。合
言
葉「
か

わ
せ
み
」
で
白
い
綿
菓
子
一
個
プ
レ
ゼ
ン

ト
!!

雨
天
の
場
合
、
綿
菓
子
販
売
は
中
止
と
な

り
ま
す
。

問
ま
ま
プ
ラ
ザ
ほ
っ
と

☎
３
２
３

－

２
６
７
５

（
月
水
金　

午
前
1０
時
～
午
後
３
時
）

✉m
a

m
a

-p
-h

o
t-kita

g
a

ta
@

c
c

n
.

　

aitai.ne.jp

まちづくり
活動助成
団体

今月の
町税等の
納付期限

土曜日、日曜日、
祝日、夜間等の

水道事故
処理当番
上下水道課

※宅内修繕は有料となります。

夜間納税相談＆夜間納付
毎月第４木曜日　午後８時まで

問　税務課☎３２３－１１１６

２月

３月

㈱アルテック
曲路／☎324－0084

森町／☎324－1014

北方ポンプ工業㈱

２月22日（木）

２月28日（水）
固定資産税（４期）
国民健康保険税（本10期）
後期高齢者医療保険料（８期）
保育料・給食教材費（２月請求分）

不動産無料相談会のお知らせ
　不動産に関する苦情・トラブル・悩み事など、
不動産に関する法律が分からない方のための無料
相談会を開催します。
　相談員は岐阜県宅地建物取引業協会の方です。
お気軽にご相談ください。
日時：２月 14 日（水）　午後１時～４時
場所：生涯学習センター きらり
問岐阜県宅地建物取引業協会
　☎２９５－１９８２
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　１月７日午前、穏やかな陽気のなか、新春恒例の北方町消防団出初め式が北方小学校で挙行されまし
た。北方町消防団の出初め式は私の訓示から始まり、次に長年に渡る消防活動や献身的な活躍をした団員

に対する表彰状の贈呈、来賓の祝辞などで屋内での式典を終えます。その後は屋外に移動し、４班（芝原、北方、柱本、高屋）約60名の団
員が規律正しく整列して観閲（団員の服装や車両などの機器点検）を行いました。最後には本巣消防の車両も加わり、各人員がすばやく所
定の位置に移動して見事に一斉放水を成功させました。６本のホースから色とりどりの放水がされる様はまさに圧巻で、関係者ほか見学し
ていた人たちからは歓声があがりました。
　消防団のみなさんは、普段から町内各所の水利点検や設備確認などを行って頂くなど地域とのつながりが深く、いざという災害時には地
域や家族を守る大きな力として期待されます。献身的な消防団活動のおかげもあり、今年度の町内火災発生件数は住宅火災１件、野焼き１
件のわずか２件のみで、過去10年でも年間５件以内となっており、近年火災件数は減少傾向にあります。団員のみなさんは、それぞれ仕事
を持ちながらの奉仕活動ですが、地域住民が今年も安心して暮らせるようにどうぞよろしくお願いします。私も気持ちを新たに火災ゼロの
町を目指して一層の予防消防に努めてまいります。町民のみなさんには、今後も防火・防災の推進にご理解ご協力を改めてお願いします。

北方町長　戸部哲哉

町長のつぶやき

生涯学習センター「きらり」　☎３２０－２２００問

きたがた演劇フェスタ開催のお知らせ

岐阜農林高校演劇部独立公演
岐阜農林高校春の新作がなんと２本。顧問２人の意欲作。部員一同が
んばります。
公演日：３月 28日（水）　午後６時～「ビート・ハイ（作　西野勇仁）
　　　　３月 29日（木）　午後６時～「鍵がかかった目安箱が大事だ

と香帆里、さおり、犬居は駆け出し・・・」（作　中島充雅）

岐阜県高等学校文化連盟演劇部会春季合同演劇祭
岐阜地区の高校演劇部が集まり、それぞれ公演します。高校生の熱い演技をお楽しみください。
参加高校：鶯谷高校、加納高校、岐山高校、岐阜高校、岐阜北高校、岐阜工業高校、岐阜総合学園高校、
　　　　岐阜農林高校、富田高校、長良高校、本巣松陽高校　以上 11校（50音順）
公演日：３月 24日（土）、25日（日）　　料金：無料
※公演日・公演時間は決まり次第チラシなどでお知らせします。

13金ミュージカル
ミュージカル「キャッツ」
公演日：3月 10日（土） 午後６時開演
　　　　　　11日（日） 午後１時開演
料　金：高校生以上　￥1,000 円　　中学生以下　 ￥500 円
※チケットは生涯学習センターきらりで取り扱います。

岐阜地区高校演劇卒業記念「卒業劇場」
３月と言えば、別れの季節。今年度の中部大会で中日賞を受賞した岐
農演劇部３年生を中心に、他校生と合同で、きらりホールにて卒業公
演会を開催します。題して「卒業劇場」。計７本のお芝居が観劇でき
ます。笑いと涙と芸術に溢れたステージを観に来て下さい。
公演日：３月３日(土)　午後１時~７時（※途中入退場自由）
料　金：無料　　

劇団アルデンテ
アルデンテ短編集～三食だんごとみたらしだんご～
劇団アルデンテ初となる、４人の作家と４つのチーム ( 桜、春霞、新緑、みたらし ) による短編集形式の
演劇公演です。風味のまったく異なる 4つのお芝居で、劇団アルデンテが北方町に演劇の春を呼び込み
ます。あなたのお好みのお味は？
公演日：３月 17日（土）①午後１時／②午後６時　開演　　18日（日）午後１時　開演
料　金：一般　￥1,000（当日 1,800 円）　　学生　￥500 円（当日 800 円）
※チケットは生涯学習センターきらりで取り扱います。

おおごと
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